
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

16
〜
18
歳
の
状
態
別
交
通
事
故
死
傷
者
数
は
自
転

車
乗
用
中
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
自
転
車
乗
用
中
の

死
傷
者
数
を
年
齢
別
に
み
た
場
合
、
16
歳
は
自
転
車

事
故
の
死
傷
者
の
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ
る
（
グ
ラ
フ

②
）。
16
歳
は
高
校
１
年
生
に
あ
た
り
、
自
転
車
事

故
の
６
割
は
登
下
校
中
に
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

１
年
生
に
と
っ
て
の
環
境
の
変
化
や
慣
れ
な
い
通
学

路
を
走
る
こ
と
が
事
故
に
遭
う
要
因
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

高
校
生
年
代
の
自
転
車
事
故
は
、
ど
ん
な
場
所
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
転

車
事
故
発
生
件
数
を
道
路
形
状
別
に
み
る
と
、
最
も

多
い
の
は
信
号
機
の
な
い
交
差
点
内
で
全
体
の
51
・

９
％
を
占
め
て
い
る
。
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
内
と

合
わ
せ
る
と
、
自
転
車
事
故
の
約
７
割
は
交
差
点
内

で
起
き
て
い
る
（
グ
ラ
フ
③
）。

ま
た
、
事
故
の
相
手
は
83
・
３
％
が
四
輪
車
で
あ

る
（
グ
ラ
フ
④
）。
事
故
類
型
別
に
み
る
と
、
交
差

点
内
で
車
両
同
士
が
出
会
い
頭
に
衝
突
す
る
「
出
会

い
頭
事
故
」が
最
も
多
く
、59
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

事
故
の
直
前
の
法
令
違
反
（
第
１
当
事
者
）
で
、

最
も
多
い
の
は
安
全
不
確
認
（
26
・
６
％
）、
そ
の

次
が
一
時
不
停
止
（
23
・
９
％
）
で
あ
る
（
グ
ラ
フ

⑤
）。
安
全
不
確
認
の
割
合
は
全
年
齢
層
と
比
べ
て

も
、
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
一
時
不
停
止

は
全
年
齢
層
の

17
・
７
％
を
上
回

っ
て
い
る
。

自
転
車
は
車

両
で
あ
る
か
ら
、

一
時
停
止
標
識
の

あ
る
場
所
で
は
、

四
輪
車
や
二
輪
車

と
同
様
に
停
止
線
の
直
前
（
停
止
線
の
な
い
場
合
は

交
差
点
の
直
前
）
で
止
ま
っ
て
、
安
全
確
認
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
転
車
は
免
許
が
な
く
て
も
、

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
高
校
生
に

限
ら
ず
自
転
車
に
関
わ
る
交
通
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い

ま
ま
利
用
し
て
い
る
人
は
多
い
は
ず
で
、
こ
う
し
た

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
高
校
生
が
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
が
、
一
時
停
止
違
反
、
そ
し
て
出
会
い
頭
事

故
へ
と
つ
な
が
る
１
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
年
頃
に
な
る
と
、
リ
ス
ク
を
過
小
評

価
し
た
り
、
あ
え
て
リ
ス
ク
を
と
ろ
う
と
す
る
心
理

も
こ
の
よ
う
な
事
故
実
態
に
関
係
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
、
自
転
車
で
歩
行
者
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ

し
、
事
故
の
加
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
高
校
生
で

も
数
千
万
円
の
高
額
な
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
交
通
ル
ー
ル
を
知
ら

な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
自
ら
が

被
害
者
に
な
り
大
き
な
怪
我
を
被
っ
た
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、
交
通
事
故
の
加
害
者
に
な
っ
た
ら
自
分
の
描

い
た
人
生
設
計
が
大
き
く
狂
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。交

通
事
故
か
ら
高
校
生
を
守
る
た
め
に
は
、
１
年

生
の
段
階
か
ら
体
系
的
に
交
通
安
全
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
単
に
交
通

ル
ー
ル
を
伝
え
る
だ
け
の
指
導
で
は
不
十
分
だ
。
高

校
生
が
交
通
安
全
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
、
い

か
に
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
の
か
。
指
導
す
る
立

場
か
ら
言
え
ば
知
識
の
教
授
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
に

ど
う
動
機
づ
け
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な

課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

高
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
目
的
は
、
自
ら

安
全
に
行
動
し
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
た
交
通
社
会
人
を
育
て
る
こ
と
だ
。

高
校
生
を
事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
に
し
な
い
た
め
、

こ
う
し
た
資
質
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
教
育

の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
で
考
え
、
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。

本
紙
で
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
今
後
、

高
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
効
果
的
な
交
通
安
全
教
育
を
実
践
し
て
い
る
現

場
や
様
々
な
視
点
か
ら
取
材
し
、
高
校
生
に
関
わ
る

先
生
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

交通安全教育の潮流

こ
う
し
た
現
状
を
み
る
と
、
高
校
生
が
事
故
で
死

傷
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
将
来
の
よ
き
交
通
社
会
人

育
成
の
た
め
に
、
免
許
取
得
前
で
あ
る
高
校
生
へ
の

交
通
安
全
教
育
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本

紙
で
は
今
年
度
、
高
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
高

校
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
交
通
安
全
教
育
」
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
行
政
や
教
育
現
場
、
識
者
へ
の
取
材

を
通
じ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
探
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

第
１
回
目
は
、
高
校
生
の
交
通
事
故
の
実
態
と
課

題
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。

16
〜
19
歳
の
状
態
別
交
通
事
故
死
傷
者
数
の
推
移

を
み
る
と
、
自
動
車
、
自
動
二
輪
、
原
付
乗
車
中
で

は
、
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、

平
成
22
年
の
自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
数
は
16
〜
19

歳
が
２
５
３
人
（
１
・
２
％
）
増
加
し
た
（
警
察
庁

資
料
）。
今
、
高
校
生
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
自
転

車
事
故
の
防
止
が
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

13
〜
18
歳
の
各
年
齢
の
状
態
別
死
傷
者
を
比
べ
る

と
（
以
下
の
デ
ー
タ
は
す
べ
て
平
成
20
年
）、
16
〜

18
歳
は
中
学
生
年
代
（
13
〜
15
歳
）
よ
り
増
加
し
て

い
る
（
グ
ラ
フ
①
）。
こ
こ
数
年
、
少
子
化
に
よ
る

高
校
の
統
廃
合
が
進
ん
だ
こ
と
、
都
市
部
以
外
で
は

公
共
交
通
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
通
学
で
の
自
転
車
利
用
が
増
え
、
通
学
距
離

も
長
く
な
る
な
ど
行
動
範
囲
が
広
が
る
た
め
、
事
故

例
え
ば
、
あ
る
高
校
生
が
自
転
車
乗
用
中
に
四
輪

車
と
接
触
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
直

後
は
高
校
生
は
自
分
の
身
体
に
問
題
が
な
か
っ
た
の

で
、「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
、
学
校
や
警
察
へ

は
連
絡
を
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
後
で
事
故
の
影
響

が
身
体
に
あ
ら
わ
れ
、「
大
丈
夫
」
の
言
葉
を
鵜
呑

み
に
し
た
運
転
者
が
救
護
義
務
違
反
に
問
わ
れ
た
例

も
あ
る
と
い
う
。
あ
る
県
で
は
、
こ
れ
を
「
大
丈
夫

だ
事
故
」
と
呼
び
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
を
な
く
そ
う

と
し
て
い
る
。
事
故
に
直
面
し
た
時
の
対
応
知
識
が

な
い
高
校
生
が
陥
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、「
大
丈
夫

だ
事
故
」
に
し
て
後
々
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
、

軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
も
事
故
と
し
て
届
出
を
行
う

こ
と
を
、
学
校
を
通
じ
て
生
徒
へ
指
導
し
て
い
る
。

高
校
生
年
代
は
、
特
に
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
死
傷
者
数
が
他
の
年
齢
に
比
べ
て
際
立
っ
て
多
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。
自
転
車
乗
用
中
に
お
い
て
は
、

事
故
と
し
て
処
理
さ
れ
た
も
の
は
氷
山
の
一
角
で
、

「
大
丈
夫
だ
事
故
」
な
ど
交
通
統
計
に
は
表
れ
な
い

潜
在
的
な
事
故
や
、
事
故
に
至
ら
な
い
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
は
数
多
く
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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高校生の交通事故の実態と課題★

交
通
統
計
に
表
れ
な
い

「
大
丈
夫
だ
事
故
」

高
校
生
は
一
時
不
停
止
の
割
合
が

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
高
い

「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む

交
通
安
全
教
育
を
め
ざ
し
て

い
か
に
自
分
の
問
題
と
し
て

交
通
安
全
を
考
え
て
も
ら
う
か

自
転
車
事
故
の
死
傷
者
数
が

最
も
多
い
年
齢
は
？

大丈夫です

グラフ② : 年齢別自転車事故による
死傷者数ワースト5

（財）交通事故総合分析センター（平成20年）
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グラフ①：年齢別・状態別死傷者数 （財）交通事故総合分析センター（平成20年）
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グラフ③：16～18歳の道路形状別
自転車事故発生件数（19,925件）

グラフ④：16～18歳の当事者相関別
自転車事故発生件数（19,925件）

（財）交通事故総合分析センター（平成20年）
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グラフ⑤：自転車乗用者の16～18歳の法令違反別
交通事故件数（第１当事者・3,367件）
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